










前年度に続いて「現行マススクリーニングにより発見された患児の管理と長期予後に関す

る」分担研究に従事したので,その概要を報告する。各々の研究内容の詳細については以下

に掲載される個別の研究報告を参照していただきたい。 

新生児マススクリーニングが本邦において全国的な規模で開始されたのは昭和 52 年であ

り,パイロットスタディは更にその前から行われていたので,その頃発見された患児は既に

中等・高等教育を受ける年齢にまで達していることになる。この年齢層ではアンケート等

の調査に対する回答にも信頼性が増し,問題点がある場合の探究にも協力が得られ易い。 

このように 10 年以上に亘る患児長期追跡調査はこれまでのマススクリーニングの成果を

評価して今後のマススクリーニングの計画を樹てる上での貴重な資料となるであろう。 


